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組織間管理会計研究の回顧と展望
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本論文の目的は,ア ウ トソーシングやアライアンスなどといった組織間マネジメ

ントのための管理会計に関す る先行研究を文献 レビュー し,当 該研究領域の方向性

と今後の研究課題について検討することにある。そのために,こ れまでの組織間管

理会計研究の萌芽 と展開を振 り返 り,ど のような研究成果が蓄積 されてきたのかに

ついて述べる。 また,当 該研究領域の主要概念を条件,プ ロセス,組 織間コントロ

ール構造
,そ して組織間成果 という4つ の構成次元により整理 し,そ れ らの経時的

変容 も含めて先行研究の知見の紹介と研究課題の提示を行 う。 これ らの議論から,

今 後の組織間管理会計研究を展望 したい。

キーワー ド 組織間管理会計,組 織間マネジメントコン トロール,

ア ウ トソーシング,ア ライアンス

1は じ め に

現代企業は,組 織内部だけでな く外部組織との関係性を保ちながら,価 値創造活動を行 っ

ている。 このため,企 業は組織間マネジメントを行 うことが必要 となっている。一方,こ れ

までの管理会計実務は,主 に内部組織のマネジメン トに焦点をあててきた。 しか し,経 営の

スピー ド化やグローバル化が進むにつれ,外 部組織 も対象 とする組織間マネジメ ントのため

の管理会計がよりいっそう求められるようになった。不確実な経営環境下で,新 たなイノベ

ーションを創造 し,俊 敏性を実現するには,組 織外部の資源を獲得 し有効に活用することが

必要である。そのためには,外 部資源を正 しく評価 し,ま た組織境界を越えるマネジメン ト

プロセスに役立つ管理会計情報が不可欠となる。

組織間関係の形態は,外 注 ・下請などのアウ トソーシングをはじめ,合 弁事業,戦 略的提

携,技 術供与,コ ンソー シアムなど多岐にわたる。また,多 くの組織間マネジメントの実務

では,管 理会計の果たすべき機能や役割が変化するとともに重視されてきている。

たとえば,グ ローバル調達やグループ会社外からの調達の増加,受 発注の業務プロセスの
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効率化 ・スピー ド化,加 えてサプライヤーの評価 ・選別などにより,サ プライヤー関係には

変化がみ られる。そのなかで,適 正なコス トや成果の配分によるWin-Win関 係の構築,さ

らには知的財産 ・ノウハウなどの扱いを含め業務プロセスに関わる情報開示などの問題が生

じるようになった。原価企画やJITqust-ln-Time)生 産などは従前のサプライヤー関係を前

提に発展 してきたが,サ プライヤー関係の変化が管理会計実務の動向に与える影響は小さく

ない。協調と競争の引張 り合いの関係のもと,効 率的 ・効果的な組織間マネジメン トを実現

するよう管理会計実務を,今 一度,検 討す る必要がある。

他方,経 営のスピー ド化や事業の選択 ・集中という観点か ら,ア ライアンスや合弁事業な

どが,実 務において重視されつつある。米国の経営 トップの8割 以上がアライアンスや合弁
1)

事業を戦略的に重要であると認識 している(AndersonandSedatole,2003)。 しか し,そ れら

の多 くの事例が短期間で失敗 している(ChuaandMahama,2007;DozandHamel,1998;Groot

andMerchant,2000;KammingaandVanderMeer-Kooistra,2007)。 加えて,そ の失敗 の大き

な理由として組織間コ ントロールの問題が指摘 されている(Dekker,2004;GrootandMer-

chant,2000)。 つまり,契 約に至るまでのパー トナー企業の調査 ・選別に会計情報を活用す

るだけでなく,契 約後の組織間コントロールによって組織間関係を成功に導 くことが探求さ

れなければならない。

以上のように,今 日の実務 において組織間マネジメントのための管理会計は重要にな りつ

つあるが,実 務か らの要請 に応 じられるよう管理会計研究の成果が蓄積 されなければならな

い。近年,こ のような組織間管理会計の研究成果が報告 されてきているが,欧 米に比べ日本

での研究成果の蓄積は少ないと言わざるをえない。そこで本論文では,組 織間管理会計を

「組織間マネジメントの支援のために会計情報を収集 ・作成 し,組 織境界を越えて活用する

ことを目的とす る管理会計の領域」と規定 し,今 後,わ が国において当該研究領域に取 り組

むための礎となるよう欧米の研究動向を紹介 し,研 究課題について提示 したい。以下では,

現在までの組織間管理会計研究を文献 レビューによって回顧 し,現 状を整理する。そ して,

組織間管理会計研究にみ られる概念 ・理論を中心に今後の研究課題 について述べ,組 織間管

理会計研究を展望する。

2組 織間管理会計研究の現状

2.1組 織間管理会計研究の萌芽

近年の組織間関係のマネジメント問題は,も はや市場か組織かという二者択一の問題では

な く,継 続的関係をその分析範囲に包含 し多様な展開をみせている。既に述べたように,実

務においてもこれ らの問題は,企 業戦略上の重要な課題 として注目を集めている。欧米の学

術雑誌において も,伝 統的に管理会計研究が単一 の階層的組織に限定的に展開されてきたこ
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図1組 織間管理会計領域の論文数の推移
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とに対す る内省か ら,組 織間管理会計研究 の必要性が示唆されてきた(Hopwood,1996;

Otley,1994;ScapensandBromwich,2001)。 図1は,1990年 から2007年 の間に管理会計領域
3)

の主要な学術雑誌に掲載 された論文数を示 した ものであるが,単 一組織の枠を超えた管理会

計の適用に関する組織間管理会計研究は90年 代半ば以降,今 日に至るまで着実に蓄積されて

きたことがうかがえる。

先行研究の詳細なレビューは次節以降で述べるが,従 前の管理会計研究とは異なった視点

をもつ これらの研究論文はどのように生起 してきたのだろうか。組織間管理会計論の展開を

論 じるうえで,ま ずその萌芽 について触れておかねばな らないであろう。1990年 代前半,

Carrandlttner(1992)1こ よるTCO(TotalCostofOwnership)やShankandGovindarajan

(1993)に よる 「戦略的コス トマネジメン ト」な どのバイヤー ・サプライヤー間で実施 され

るコス トマネジメントのための新たな技法や概念が,実 務における先進的な事例を通 じて紹

介された。また,Cooperら による一連の研究(Cooper,1995,1996;CooperandSlagmulder,

1999,2004)は ネ ットワーク全体の原価低減をするための組織的なアプローチとして組織間

コス トマネジメン トを位置付け,日 本的サプライヤー関係の安定性が効率的な協働や互恵的

投資な どを可能にしていると説き,日 本企業における事例を広 く世界に知 らしめた。ただ し,

これ らの研究は,組 織間関係そのものを分析枠組みの中心に据えた研究 として展開 されたと

いうよりは,ビ ジネススクール用のテキス トや教育的なケースの意味合いをもち,特 定のツ

ールや技法 といった管理会計の技術的な側面が強調される傾向にあった。

とはいえ,こ れ らの先進的な研究は,明 示的ではないにしろ,組 織間関係の重要性を指摘

し,以 後の研究の方向性を与えて くれるという意味で組織間管理会計の萌芽的な研究 として

位置づけられよう。窪田(2005)が 述べるように,組 織間管理会計の必要性への示唆は,日

本的管理会計研究,な かで も原価企画やJITな どの影響を受けて生 じてきた側面があり,組

織間コス トマネジメント研究や原価企画活動のサプライヤー関係をあつかう研究 も,組 織間
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管理会計 の定義 の仕方 によ っては,そ の領域 に含 まれ る。 た とえば,CarrandNg(1995)は,

加 登(1993)の 原 価企画研 究 に影響 を受 け,英 国 日産 にお けるケース研 究を行 ってい る。 ま

た,Dekker(2003)は 英 国小売 業(Sainsbury's)に お いて実 践 されて いる価 値連鎖 分析 お よ

びABC(活 動 基 準原価 計算)を 用 いた物 流 コス トの事 例 を記 述 して いる。 他 に も,バ イ ヤ

ー ・サプ ライヤ ー間 での会計情報 の共 有や特定 の組織 間にお けるマネ ジメ ン トシステムの利

用 の実態 を明 らか に し,そ の有用牲 を主 張す る研究 は多い(CarrandNg,1995;Dekker,2003;

Gietzmann,1996;KajUterandKulmala,2005な ど)。

2.2組 織 間管理会 計研究 の展 開

1990年 代 前半 の組織 間管理会計研 究 は,伝 統 的な管理 会計研究 にお ける限界 の克服 という

課題 に対 して,そ の答 えが理論 のなかか ら指摘 された というよ りは,ケ ース研究 を中心 と し

て実務 に潜む実態把握 を通 じて少 しずつ研究 が蓄積 され,組 織 間マネ ジメ ン トの重要 性が指

摘 されてい るこ とが理解 で きる。

そ して,1990年 代 後半以降,組 織間管理会計研 究は上述 したケー ス事例 に もとつ く知見 に

影響 を受 けなが らさらな る展 開を もた らしてい る。 ここで は,そ の研究対象 およ び研究方法

論 の観点か ら組織 間管理会計研 究の展開 を概観 す る。 まず,研 究 対象 は,単 な るバ イヤー ・

サプ ライヤ ー関係 だ けで な く,戦 略的提携 やア ウ トソーシ ング,合 弁事業 といった新 たな組

織 の在 り方 な どに も注 目が集 ま って い る(ChalosandO℃onnor,2004;ChuaandMaharna,

2007;Dekker,2004;EmsleyandKindon,2007;GrootandMerchant,2000;KammingaandVan

derMeer-Kooistra,2007;Sealeta1.,1999)。 一 般 に,組 織間 関係 の分析単 位 は,対(ダ イア

ド)や ネ ッ トワー クに大別 され るが,本 論 文の レビュー対象 の内,ダ イア ドを分析単位 とし

4)
た研 究論文 が31本,ネ ッ トワー クを対象 と した ものが9本 とな って いる。

また レビュー対象 の論文 に おいて どの ような理論が援用 されて いるかを まとめた ものが表

1で ある。先行 研究 では,取 引 コス ト理論 を援用 した研究 が多 く,同 様 に経済学 をべ一ス と

表1組 織間管理会計研究における理論

鷺 雛驚 一聯 騨ll饗
r

''"

'・'身 ド

取引 コス ト理論 9本 23.08%

契 約 理 論 4本 10.26%

ア クターネ ットワーク理論 4本 10.26%

コ ンテ ィ ン ジ ェ ン シー 理 論 2本 5.13%

複数理論の応用 6本 15.38%

そ の 他 5本 12.82%

N/A 9本 23.08%
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した契約理論,社 会学をベースとしたアクターネ ットワーク理論なども見受けられる。また

組織論的なアプローチとしてコンティンジェンシー理論なども援用 されている。 さらには,

上記の理論を含め,複 数の理論をベースに論文を展開するといった方法も多 く存在する。 こ

のような背景 には,取 引コス ト理論の分析があまりに静的であるということ,組 織間取引が

必ず しも取引コス トの最小化を目的 とするわけではないことといった限界の指摘がある(た

とえばDekker,2004)。 そのため,目 標一致(あ るいは目標整合性)と いった概念や,変 動

的な組織間関係の分析のために他の理論を援用す るケースも増えてきている。ただ,複 数の

理論をベースに議論を展開する際,取 引コス ト理論を中心に議論 されている場合が多いこと

には注意が必要である。

以下では,こ のような先行研究の研究方法論を踏 まえ,組 織間管理会計研究の主要概念お

よび理論に応 じて将来の研究課題についての展望を述べる。

3組 織間管理会計研究の展望

3.1本 論文におけるレビューのフレームワーク

組織間管理会計研究の蓄積が進むにつれ,組 織の枠を超えて実践される管理会計実務の記

述だけでなく,ど のような要因の もとでどのような組織間コントロールが行われているかと

いうことが研究課題 とされるようになった。一般 に,組 織間関係という現象を分析する際の

先行研究では,条 件要因(あ るいは環境),プ ロセス,構 造,成 果の4つ の構成次元が用い

られてきた(野 中ほか,1978)。 そこで,本 節では,こ の4つ の構成次元にそって各概念を

整理 し,そ れぞれの今後の検討課題について言及する。

表2組 織間管理会計研究の構成次元と主要概念

条件要因 プロセス 構 造 成 果

不確実性(技 術 ・環境) 目標整合性 組織間MC構 造 財務 的成 果

複 雑 性 交渉力(パ ワー) (公式的/非 公式的, 非財務的成果

予測可能性 モニタリング 市場/官 僚制/信 頼)

資産特殊性 学 習
埋 没 原 価 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

評判 ・経験 ・信頼 情報共有 ・情報の充足性

類 似 性 相互依存性
リ ス ク

ただし,本 枠組みの構成次元は当然なが ら経時的な変化を伴うもので もある。既にい くつ

かの先行研究では,動 的な現象 として組織間管理会計を捉える試みもなされている。そのた

め,本 節の最後では,組 織間関係の経時的な変容に関する先行研究を検討 したい。
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3.2条 件 要因 およびプ ロセ ス要 因

なぜ,あ るい はどの よ うに組 織間の統治 構造 が規定 され るのか とい う視 点か ら,組 織 間統

治構 造 に影響 を及ぼす とされ るの は条件要 因 およびプ ロセ ス要 因の2つ であ る。

まず,条 件 要因 と して先行研 究で最 も頻 繁 に取 り上 げ られ る ものは,市 場や技術 な どの不

確 実性,取 引の複 雑性(取 引頻度 や取 引先 数),資 産 特殊性 な どの取 引 コス ト要 因で ある。

言 うまで もな く,こ れ らは取 引 コス ト理論 か らの援 用で あ り,取 引 コス トの増大 に影響 を も

つ要因で あ ることが知 られてい る。取 引 コス ト要 因が増 大す ることによ って,組 織間取 引 は

市 場 メカニズ ムによる取 引か ら内部化 あ るいは組織 化 され,権 限による集 権的な メカニズ ム

へ導か れ ることが仮定 され る。 そ のため,こ れ らの要因の多 くは組織 間取 引の統治構造 の条

件要 因 として多 くの先行研究 では ケースを 中心 と した研究 によって抽 出 されて きた(Ander-

sonandDekker,2005;Dekker,2004;Langfield・SmithandSmith,2003;VanderMeer-Kooistra

andVosselman,2000)。 ま た,従 前 の管 理会 計研究 にお ける 自製 か購入 か の意思 決定 問題 と

も関連 して,RoodhooftandWarlop(1999)は 実 験 室実験,Andersoneta1.(2000)やSartorius

andKirsten(2005)は ケ ース研 究 を行 ってい る。 また,こ れ らの取引 コス ト要因以外 に も,

た とえ ば,パ ー トナー企業 の特徴 と して経 験 や評判 あ るいは信頼 とい った概念(Langfield-

SmithandSmith,2003;VanderMeer-KooistraandVosselman,2000)や パ ー トナ ー企 業の財

務状況(ChalosandO℃onnor,2004)な ど も条件 要因 と してあげ られ る。

次 に,第 二 の影響要 因 は,プ ロセス要因 であ る。上述 の取 引 コス ト要因 をは じめ と した条

件要 因が静態 的であ るの に対 して,組 織 プ ロセ スは,行 為 の継続性や相互依存性 な どを伴 う

動態 的 な次 元で ある(野 中ほか,1978)。 既 存 の組織 間管理会計研 究 において,こ の よ うな

視 点 を初 め て導 入 したの はDekker(2004)で あ り,相 互 依存性 とタス ク複雑性 をあ げてい

る。 これ らは取 引 コス ト要因 ではないが,彼 は組織 間 コン トロール問題,す なわ ち組織 間で

の 目標一致 を困難 にす る一要 因 と して検討 して いる。

他 にも,多 くの先行研究 で取 り上 げ られ るものに,コ ミュニケー ションあ るい は情報共 有

(ChalosandO℃onnor,2004;DonadaandNogatchewsky,2006;Kqj廿terandKulmala,2005;Seal

eta1.,2004)や パ ワー 関係(AndersonandDekker,2005;ChuaandMahama,2007;Donada

andNogatchewsky,2006;Mahama,2006)が あ る。 また,進 化理論 を用 いたCoadandCullen

(2006)で は,学 習や能力 とい った側面 も考察 の対 象 に含 めて いる。

この ように先 行研究で は,組 織 間統治構 造 を規定 す る多様な要因 があげ られて いる。 本稿

では,そ れ らを条件要因 および プロセス要 因 の2つ に区分 して整理 した。 しか し,多 くの要

因が ケース研 究 によ って抽 出 され てい ることには一 定の注意 が必要 であ る。 ケース研 究か ら

得 られ た知 見が一般性 を欠如 して いるわ けで はないが,各 々の概念 定義や操作定 義を明確 に

した うえで検 証す る作業 が今 後 は必要 であ ろ う。
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3.3組 織 間マネ ジメ ン トコン トロール構造 の解 明
5)

多 くの先行研究 では,組 織 間マネ ジメ ン トコ ン トロール に着 目して議論 を行 って きて いる。

ここで は,組 織間 コン トロールの特性 に関係す る議論 につ いて紹介 したい。

まず,組 織間 コ ン トロール のメカニズ ムは,多 くの先行研究 にお いて統治構造 の問題 と し

て位 置 づ け られ て い る(Dekker,2004;Lang5els・SmithandSmith,2003;VanderMeer-

KooistraandVosselman,2000)。 ま た,組 織 間 コン トロール には多様性 が見受 け られ るが,
6)

単 純 化 すれ ば,大 き くは三種類 に区分 され るこ とが多い。第一 の コン トロールは,市 場な い

しア ウ トカ ム(ア ウ トプ ッ ト)に よ るコ ン トロールで ある。 この場 合,市 場競争 をベー スに

した競 争入 札や,主 に財務的 なアウ トプ ッ ト目標 の設 定 とモニタ リングがある。 第二 は,階

層(官 僚制)に よる コン トロールない し行動 ・ア クシ ョンの コン トロールであ る。 階層 など

によ り公式的 な権 限関係 を与 え,規 則 ・基準 ・方 針な どを設定 し,組 織 間関係 のア クターか

ら望 ま しい行動 ・ア クシ ョンを確保 す るよ う不確実性 を低減 させ る取 り組 みが行 われ る。最

後 に,社 会的 ・文化 的な コ ン トロールで あ り,ク ランや コ ミュニテ ィによる統治 とい ったコ

ン トロールの メカニズムで ある。 この メカニ ズムでは,価 値観 の共 有,文 化,社 会化,評 判,

信 頼 といった ものがベー スとな ってい る。

この ような組織 間 コン トロールメカニ ズムは,組 織間関係 の変化 を段 階に区切 って議論 さ

れ るこ ともある。 た とえ ば,Van.derMeer-KooistraandVosselman(2000)は,市 場 ベー ス,

官 僚制ベー ス,信 頼 ベー スの3つ の コ ン トロールパ ター ンを識 別 し,接 触,契 約,履 行 とい

った組織間 関係 の形成段 階 も検討 してい る。Dekker(2004)は,ア ウ トカム,行 動,社 会 の

3タ イプのコ ン トロール を事前 メカニ ズム と事 後 メカニ ズムに区分 して議論 した。 また,ダ

イ ア ドだ けでな く,ネ ッ トワー クにお いて も組 織間 コ ン トロール に関連 して調 整パ ター ン

や統 治 メ カニズ ムが類 型 化 され て い る(HSkanssonandLind,2004,MouritsenandThrane,

2006)。 た とえば,H邑kanssonandLind(2004)は,戦 略 的提携 を対 象 に階層 によ る調整,市

場 による調整,ク ラ ンによ る調整 と3タ イプに類型化 して いる。

組織 間管理会 計研究で は,こ の ように組織 間 コ ン トロール構造 の特性 に関す る研究 の蓄積

が進 んできてい る。 なか で も,コ ン トロール メカニズムの類型が究 明 されて きた。 この組織

間 コン トロール に関す る今 後の研究課題 には,少 な くとも次の3点 があ る。第一 に,具 体的

なマネ ジメ ン トコ ン トロール ・システムや技法 を通 じて,ど の よ うに組織間協働が機能 す る

のか を議論 しな ければな らない(Mahama,2006)。 そ こで は,管 理会計 担 当者 が組織 間 コ ン

トロールのため に果 たす役 割につ いて議 論す る こと も重 要で あろ う(小 林,2004)。 第 二 に,

公 式 的 コン トロール(ア ウ トカムや行 動の コ ン トロール)に 対 す る研究蓄積 に比べ,非 公式

的 コン トロール(ク ラン,信 頼,社 会 ・文化 によ るコン トロール)の メカニ ズムは未だ十分
7)

に 明 らか とはなっていな い。最後 に,統 治構造 だ けでな く,組 織 間 コ ン トロールの特性 とし
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8)

て フ ォー カスや タイ トネ スな どの問題 にも取 り組む必要 があ る。 近年,い くつかの研究で耳

り上 げ られて いる ものの(GrootandMerchant,2000;KammingaandVanderMeer-Kooistr;

2007),相 対 的 にそ の研究蓄 積 は少 ないため,こ の点 も今後 の研究 成果の蓄積が望 まれ る。

3.4組 織間マネジメントが成果に与える影響の解明

組織間管理会計研究では,条 件要因やプロセス要因が組織間統治構造に与える影響が検言

されている。 これらの影響が解明されるにつれ,組 織間マネジメントコントロールが成果II

与える影響について検証する研究が現れは じめている(lttneretal.,1999;Mahama,2006)。

たとえば,Mahama(2006)は,マ ネジメン トコン トロール ・システム(業 績評価 システ2

と社会化プロセス)が 組織間協調および成果にもたらす影響 について実証 し,業 績評価 シニ

テムと成果は直接的な正の関係,社 会化プロセスと成果は協力的行動(情 報共有と権限行丞

の抑制)を 通 じた間接的な正の関係にあることを明 らかにした。

ただ し,組 織間管理会計研究における成果に関す る研究はそれほど進展 しているとはいメ

ない。その理由は,成 果の定義 ・操作化 とその測定に必要なデータ収集の困難性によるも`

と考え られる。一般的に,成 果の捉え方は非常に多様ではあるが,組 織間管理会計研究に翻

いては特 に複雑であるといえる。先行研究では,バ イヤーの財務的 ・非財務的成果 αttn(

etal,,1999),バ イヤー側か ら認知 された,品 質,コ ス ト節約,時 間通 りの配送,高 い質`

意思決定へのサプライヤー関係の貢献度(Mahama,2006)に よって成果が測定されている。

これ らの研究では,ダ イア ドな関係を対象とし,成 果はバイヤーの視点か ら捉えられてい～

しか しながら,ダ イア ドな関係の場合,一 方の視点だけからの測定で十分なのかには疑問ズ

生 じる。さらに,両 者の成果を考慮するにしても,問 題がないわけではない。両者の成果が土

衡するとは限らないか らである。たとえばアライアンスにおいて,一 方の企業が目的を達月

して も,も う一方は失敗するか もしれない。たとえ両者が成功 したとして も,そ の成功度{

いは同一ではない場合が多いであろう。 これ らのことを加味 して成果を定義 ・操作化する`

はかなり困難である。また,ネ ットワークの場合にはネットワークに競合関係にある組織

含まれている場合 もある。 この場合,成 果の測定はダイア ドな関係ほど単純 にはいかない,

ろう。加 えて,Mahama(2006)は 組織間関係自体の成果を測定 しているのに対 して,Ittn{

etal.(1999)は 組織間関係に参加 している組織 自体の成果を測定 している。組織間関係t{

織のどちらの成果を測定するのかも論点の1つ になるであろう。

組織間管理会計研究における成果を取 り扱 った研究は望ましい組織間マネジメントコン

ロールを明確 にするうえで非常に重要な研究領域であると考え られる。 しか しながら,上 ま

したように,現 状では成果の定義 ・測定の種 々の方法に関 して詳細な検討がなされていな1

状況にある。 それゆえ,今 後の研究課題 としては,種 々の視点による組織間管理会計の成1
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概念を整理する必要がある。

3.5組 織 間 関係 の経 時的な変容

取 引コス ト理論を援用 した組織間管理 会計研究 が蓄積 され てい く一方で,そ れ らの研究 が

取引構造 の静 的な分析 に焦 点を おき,動 的な側面 に関心 を寄 せて こなか った と批判 されてい

る(Dekker,2004)。 組 織 間関係 は一度 限 りの取 引 とい うよ りも本質 的 に一 定期 間継続 す る

もので あ り,そ の関係 は時間の経過 に伴 って動 的に変化す る。変 化す るの は,戦 略,技 術,

組 織,信 頼,情 報 タイプ,利 害調整方法,管 理会計 担当者 ・管理 会計 システムの役割 とい っ

た ように多様 で ある。 それゆえ,こ れ らの経時 的変 容を捉 えた長 期的 なフ ィール ドスタデ ィ

が行 われ てきて いる(ChuaandMahama,2007;Cuganesanand】Lee,2006;Dekker,2003,2004;

GrootandMerchant,2000;H甑anssonandLind,2004;Langfield-SmithandSmith,2003;

MouritsenandThrane,2006;Mouritsenetal.,2001;Sealeta1.,2004;SealetaL,1999;Thrane

andHald,2006;Tomkins,2001;VanderMeer-KooistmandVosselmann,2000)。 これ らの経

時的 な変容 を捉え た研 究はかな りの数 が蓄積 されつつ あるが,そ の なかで も近年採用 され る

こ との多 いパ ー スペ ク テ ィブが ア クタ ーネ ッ トワー ク理論(ActorNetWorkTheory;以 下

ANTと 略 す)で あ る(ChuaandMahama,2007;CuganesanandLee,2006;Mouritsenand

Thrane,2006;Mouritsenetal.,2001;ThraneandHald,2006)。 そ こで以下 で は,ANTを 適
9)

用 した組 織間管理会計 研究 につ いて検 討す る。

ANTの 大 きな特徴 の1つ は,人 間 だ けで はな く自然物 や人工物 もア クター と して認識 さ

れ,人 間 と非人 間か らな る異種混交 の アクターか らネ ッ トワー クが構成 され るとい う立場 を

とる ことにあ る。技術 や 自然物 な どの非人 間 もアクター とされ るのは,そ れ らが人 間の アク

ター と同様 に重 要 な役 割 を担 うと考 え るか らで あ る。 それ ゆえ,組 織 間管 理会 計 研究 に

ANTが 適 用 され る と,組 織 間関係 がた とえ ダイア ドであ って も,非 人 間 であ る会計 もア ク

ター と して捉 え られ ることで,そ の関係 はネ ッ トワー クとされる。 それ らの研究上 の関心 は,

組 織(A)と 組 織(B)が 関 係 して い るか どうか にあ るのではな く,そ れ らが どのよ うに関

係 して い るのか にあ り,そ のため に,両 者 を媒 介す るア クター として会計(C)が 追 加 され,
10)

これ ら3つ のア クター か らネ ッ トワー クが構成 され る(MouritsenandThrane,2006)。

ANTの 方 法論的特徴 は,ア クターの役 割 を事 前 に規定せ ず に,ア クターの相互作 用 の プ

ロセ スを記述 す ることにあ る。 こ うした分 析視 角に よ り,組 織 間マネ ジメ ン トコ ン トロール

の役 割 や動 的 な変容 を よ り豊 か に描写 す る こ とが で き る。 た とえ ば,ChuaandMahama

(2007)は,組 織 間 マネ ジメ ン トコ ン トロール ・システ ムが秩序 や命 令の みな らず 曖 昧 さや

論争 を も同時 に生 み出す ことをフ ィール ドスタデ ィよ り明 らか に して いる。 また,組 織 間 マ

ネ ジメ ン トの ための会 計や コ ン トロール システ ムが,組 織 間関係の みな らず組織 内に も影響
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を与えるとい うことも明らかにされている(MouritsenetaL,2001;ThraneandHald,2006)。

ANrの 適用にはこうした利点がある一方で,課 題 も存在 している。それは,ANT自 体に

対する批判 とも関係 しているものである。ANTは 複雑な状況をそのまま記述す るにす ぎな

いので,組 織間管理会計における因果性を強調 したりは しない。 こうした分析視角は,取 引

コス ト理論のような経済学的フレームワークでは明らかにできなかった点 に焦点を当て組織

間管理会計の実態をより深 く分析できるという点において強みではあるが,同 時に弱みで も

ある。すなわち,「ANTの 枠組みでは,プ ロジェク トのいかなる帰結 もそれは所詮偶発的で

あるとい う結論 しか引き出せない」(綾 部,2005,p.15)の で,ANTに よる組織間管理会計

研究は具体的に組織間管理会計 に関する実践的な処方箋を提案することはできない。 こうし

たANTの 特徴やANT独 自の概念規定は,ANT以 外のパースペクティブによる研究成果と

ANTに よる研究成果 とを分断する可能性がある。それゆえ,今 後の研究課題 としては,複
11)数

のパースペクティブを統合的に取 り扱える研究フレームワークの開発が必要である。

ANTは 多 くの学問領域に大 きなイ ンパ ク トを与えているが,未 だその是非をめ ぐっては

多 くの議論が存在 している(綾 部,2005)。 それゆえ,今 後,組 織間管理会計研究 において

ANTの 適用がより積極的になるかどうかは現段階では断定できないが,ANTの アクターの

実践を追うという研究方法は,組 織間管理会計の実践を丹念に記述することの重要性を示唆

しているものと思われる。

4む す び

本論文では,組 織間管理会計の欧米の先行研究を中心 に,そ の展開 と方向性 について論 じ,

日本の管理会計研究者に向けて今後の研究課題を抽出してきた。組織間管理会計の先行研究

では,新 しいシステムや技法 というより組織間コントロール(組 織間関係の統治構造)の 多

様性を中心に条件要因やプロセス要因な どが議論されていた。また,組 織間管理会計研究の

特徴 として,取 引コス ト理論をは じめとしてアクターネ ットワーク理論に至るまで多様な理

論が援用され,研 究成果が蓄積 されてきていることがあげられる。 したがって,こ れまでの

先行研究の成果を活用するためには,本 論文で紹介 したような各理論に対する深い理解が欠

かせないであろう。

組織間管理会計に残された研究課題は,第3節 に示 したように非常に多い。 しか も,ア ウ

トソーシングならびにアライアンスなど組織間関係は変化 してきている。そこで求められる

組織間マネジメントのために管理会計が果たす役割を検討するには,ま ずもって日本企業の

組織間マネジメント実務の実態を正 しく捉えることが肝要である。今後,日 本でも組織間管

理会計の研究成果が蓄積されることを期待 したい。
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注

1)ア ライア ンスや合弁事業では,各 企業は会計数値を用いて事業や業務な どを評価 ・計画 したう

えで適切に投資の負担を行わなければな らない。また,運 営上では,経 営委員会な どを組織 し,

共有の規則 ・規定のもと,収 益,コ ス ト,資 産価値などの会計数値を用 いて業績評価や意思決定

が行われている(Dekker,2004;FosterandYoung,1997;GreotandMerchant,2000)。

2)わ が国において もこれらの研究 に対 しての注 目は高まってお り,組 織間管理会計 の意義や展望

については,加 登ほか(2003)や 小 林(2004)を 参 照いただきたい。またこれ ら研究に対する注

目の背景や個別の論点については,坂 口(2002,2004),窪 田(2005),大 浦(2006)な どによっ

て整理がなされている。

3)レ ビューの対象期間 は,1990年 か ら2007年 まで と し,TAR(TheAccountingReview),JAR

(loumalOfAccountingResearch),AOS.(t4ccountitrgOrganinUtionsandSociety),C,4R(ContemPora2),

AccountingResearch),㎜(MantrgementAccountitrgResearch),そ して関連 領域 と してMS

eranagementScience)と ノAPP(loumaiofAcountingandPbeblicPoliay)の 計7つ の学術雑誌に掲

載 された論文を対象 としている。 また対象 となる論文一覧は文末の付表をご覧いただきたい。

4)Tomkins(2001)は,ダ イア ド,ネ ッ トワークの双方にとって重要な概念的な研究論文 である

と考えられ るため,こ こではその両方にカウ ントしている。アクターネ ットワーク理論 に関する

論文については,ネ ッ トワークにカウン トしている。その理由については,第3節 を参照された

い。

5)組 織 間管理会計研究 に限定される話ではな く,管 理会計研究では多様なコントロールタイプが

究明されてきている。組織 間管理会計研究以外については,Chenha11(2003)に 詳細なマネジメ

ン トコントロールの類型が示されている。また,Spekl6(2001)は,組 織 内 ・組織間の コントロ

ールを取引 コス ト論により類型化 した。彼は,計 画可能性,資 産特殊性,そ して事後的情報に も

とづき,市 場 コン トロール,ア ーム レングス ・コントロール,機 械的コン トロール,探 索的コン

トロール,そ して境界 コントロールの5つ を提示 している。

6)こ れ らのメカニズムはすべての組織間関係にある専有性の問題 と相互依存的なタスクを調整す

るのに役立つ ものであると指摘されている(Dekker,2004)。

7)具 体 的には,非 公式的コン トロールとして信頼に注目が集まっているが,組 織間コン トロール

が信頼を形成す るのか,そ れ とも組織間コン トロールと信頼は代替関係 にあるのかについて検討

する必要がある(VanderMeer-KooistraandVosselman,2006)。

8)フ ォーカスはコントロールする際に注力する対象範囲であり,タ イ トネスはコン トロールの強

弱の程度である。

9)ANTを 適 用 していない経時的な変容を取 り扱 った先行研究のレビュー としては窪田(2005)

が詳 しい。 また,そ の他のパースペクテ ィブと しては,構 造化理論(Sealeta1.,2004)や イ ンダ

ス トリアルネ ッ トワーク ・アプローチ(Tomkins,2001;H§kanssonandLind,2004)な どがある。

10)こ う した異種混交のネッ トワークと しての捉え方 は,社 会 と技術 という二分法を避けることを

意味 している。 このことは組織間管理会計研究にとっては,会 計 コン トロールを技術(テ クニカ

ル ・コントロール)と してではな く,社 会的なコントロール も含んだ コン トロール(ソ シオ ・テ

クニカル ・コン トロール)と して把握 しようということに他な らない(ChuaandMahama,2007)。

11)ThraneandHald(2006)は,組 織 の境界設定に関 して,経 済合理的な視点,シ ンボ リックな視
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点,ア クタ ントとしての会計の視点という3つ の視点を複雑性理論によって統合的に取 り扱い,

サ プライチェー ンにおける統合と分断 というダイナ ミクスを描き出している。
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